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新型コロナウイルスの影響で予定していた調査・分析を実施できなかった。
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生態系復元モデルの構築：屋久島をモデルとした国内外来種の水圏生態系への影響の解明
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１．研究種目名　　　 19K04683

部局

本研究の目的は、鹿児島県屋久島において国内外来種として導入記録のあるヤマメの生息域が広がっていないか、定着状況を非侵襲的な調査が可能な環境ＤＮＡ
解析を用いて明らかにすることを目的にしている。また、採水地点での水生昆虫採集を行い、外来生物による在来生態系への影響を定量化することも目的として
いる。本研究では、屋久島主要６河川を対象として、国内外来種の侵入河川と非侵入河川の水生昆虫相を比較することで、国内外来種が在来生態系に与える影響
を定量化し、在来の河川生態系復元に資する情報を得る。令和５年度は、これまでに採取した鹿児島県屋久島における環境ＤＮＡ採水および水生昆虫調査および
採水サンプルの解析を予定していたが、新型コロナウイルスの影響で実験を十分に行うことができなかった。次年度を最終年度とし、採取したサンプルの処理と
分析を行う予定である。 
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１０．研究発表（令和５年度の研究成果）
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１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－

令和５年度の調査・実験が進まなかったため、試薬等の購入が次年度に繰り越された。

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

次年度を最終年度とし、採取したサンプルの処理と分析を行う予定である。 
８．今後の研究の推進方策
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